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次
回
予
告

日
時
：
令
和
６
年
８
月
24
日
（
土
）

午
前
10
時
～
12
時

場
所
：
登
米
市
役
所
迫
庁
舎
２
階

大
会
議
室

テ
ー
マ
：
施
設
に
必
要
な
機
能
を

具
体
的
に
考
え
よ
う
！
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参
加
者
の
声

このワークショップ自体、
世代間交流の場となっていて
大変楽しかった。
地域交流がすでに生まれており、
これがベースになると感じた。

まちの活性化につながる施設に
なるといいです。

登
米
市
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
！

令
和
６
年
６
月
１
日
（
土
）
、
記
念
す
べ
き
第
１
回
登
米

市
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
が
ま
ち
の
真
ん
中
に
あ
っ
た
ら
う
れ
し
い
場
所
を
目
指

し
て
、
全
3
回
、
毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
ま
ち
の
未

来
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
話
し
合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
は
総
勢
19
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
登

米
市
へ
の
熱
い
想
い
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
初
回

に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
大
変
賑
や
か
で
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
！

こ
の
雰
囲
気
が
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
も
引
き
継

げ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

「
交
流
」
と
は
ズ
バ
リ…

ま
ず
は
、
こ
の
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
名
称
に

も
入
っ
て
い
る
「
交
流
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
、

そ
も
そ
も
「
『
交
流
』
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
お
題

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
何
気
な
く
使
う
言
葉
だ
け
れ
ど
、
改
め
て
考
え
て
み

る
と
こ
れ
が
案
外
難
し
い
！
メ
ン
バ
ー
と
の
意
見
交
換
を
経

て
、
徐
々
に
ア
イ
デ
ィ
ア
が
膨
ら
み
、
発
表
で
は
「
交
流
と

は
ト
キ
メ
キ
」
、
「
交
流
と
は
相
手
を
想
う
気
持
ち
の
こ

と
」
、
と
い
っ
た
名
言
も
飛
び
出
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
、

お
互
い
の
意
見
を
尊
重
し
合
い
話
し
合
う
そ
の
姿
勢
こ
そ
が
、

「
交
流
」
の
肝
な
の
か
も
、
と
い
う
気
付
き
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

こ
こ
は
「
ま
ち
」
の
ハ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
だ
！

次
に
、
「
交
流
」
を
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら

ま
ち
へ
広
げ
る
に
は
ど
ん
な
工
夫
が
あ
る
と
よ
い
か
、
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ひ
と
が
集
ま
り
、
交
流
す
る
拠
点
と
な
る
た
め
に
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
地
元
の
達
人
な
ど
、
市
民
が
関
わ
り
や
す
い
体

制
が
必
要
」
、
「
子
ど
も
や
20
～
30
代
の
若
手
が
ひ
と
を
、

ま
ち
を
繋
ぐ
き
っ
か
け
に
な
る
は
ず
」
、
と
い
う
ご
意
見
が

複
数
グ
ル
ー
プ
で
出
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
図
書
館
で
お

酒
を
飲
む
」
等
面
白
い
イ
ベ
ン
ト
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
は
会
場

も
大
盛
り
上
が
り
。
（
各
グ
ル
ー
プ
の
ご
意
見
は
裏
面
へ
）

トキメキとめレター



各グループのご意見を紹介します！

あ
じ
さ
い
グ
ル
ー
プ

●こんな状態が交流！
◇一緒に何かする
・料理を作って皆で食べる、一緒に手工芸
・皆で体を動かす
・サークル活動の発表
◇会話
・挨拶、雑談

◇登米市について学ぶ
・登米市が好きになる
・まちのことに多世代が関わる
・文化や土地との交流
●交流が生まれるにはなにが必要？
◇出会うきっかけ
・コミュニティ運動会、祭り、フリマ
・出会うきっかけを企画するひと

◇集まりやすい
・安全、自然体でリラックスできる雰囲気
・待ち時間つぶし
・交通手段の充実
・情報発信
◇集まる目的
・地域課題解決の場、文化活動の中心の場
・生涯学習、学びと成長の場

●施設の「交流」を、まちへひろげるには、つながるには？

◇連携
・学校と連携 市内小中高が一同に会する
・地区と連携 おちゃっこ飲み会
・商店と連携
・コミュニティ運動祭×商店会フリマ
（中江公園で同日開催、地域振興にも）

◇工夫
・地域クーポンの活用
・登米市内の道の駅スタンプラリー
・活動を案内する展示スペース
・花壇整備、花と緑のまちづくり
・面白い場所、求心力のある場所になる

◇市民自ら動きを広げる
・ここに来た市民が口コミで地元に伝える
・ママ達が遊びに行く場所
・子どもたちが遊びに行く場所
・「まち」とつながる＝登米愛を強める

な
が
ぐ
つ
グ
ル
ー
プ

●こんな状態が交流！
◇コミュニケーション
・参画する、ふれあうこと
・１つの目的で集まること
・共有すること
・知らなかったことを知ること
◇共有がトキメキを、トキメキが繋がりを
・世代間、年代別のつながり
・学生と大人とのつながり

・活動的、文化的なつながり
◇ひととのつながりがまちの活性化に
・仕事が生まれる
・婚活
・未来に繋がる
●交流が生まれるにはなにが必要？
◇トキメキ・感動
・図書館で人生相談（お年寄りも含む）
・情報発信

◇トキメキには集まり、交流できる場所を
・交流スペース、オアシス的な場所
・イベント
・やりたい事を叶えられる場所
・○○教室を開講できる
・子どもを見守る場所
・料理ができるスペース
・音楽が演奏できるスペース
・運動広場

●施設の「交流」を、まちへひろげるには、つながるには？

◇情報発信
・登米市を外に発信する
・素早い情報発信
・まちのこと、９町を知れる
・公園マップ
・公共施設の利用案内

◇住人が輝けるもの
・町ごといる達人を施設に集める
・達人認定証
・市外から達人が来るかも
・学びの場
・アイデア

◇アクセス
・バス
◇全ての人 老人～子どもが喜ぶ、楽しむ
・定期的な交流で未来につなげる
・婚活で少子化解決
・経済効果も

か
え
る
グ
ル
ー
プ

●こんな状態が交流！
◇会話
・顔と名前が一致する
・知らない人との対話
◇ひとがいる、ひとが交わる
・にぎわいが生まれる
・常にある人の流れ（安否確認もできる）
◇マインド
・相互理解、ポジティブな気持ち
・通いやすい、過ごしやすい

◇自身の活動・趣味を通す
・地域活動、ミニデイ、趣味
●交流が生まれるにはなにが必要？
◇マインド
・心遣い、触れ合い、楽しい雰囲気
◇ハード面
・おみやげ店、売店
・バリアフリー
・集まる場所までの交通網
・同じ空間で過ごせる場所

◇イベント（ソフト面）
・学校支援（読み聞かせ会、運動会の踊り
支援）、本を通じたイベント

・常にイベント開催
◇多様な交流の形
・本を通した交流、文化交流
・市民活動団体間交流
・地域間、市外、外国との交流
・ビジネス交流、学校間交流、世代間交流
・各地域に交流の場がある

●施設の「交流」を、まちへひろげるには、つながるには？

◇情報発信
・PR方法検討（ネットで、広報誌で）
・口コミ
◇人づくり
・図書館ボランティア育成
◇参加するハードルの低いイベント
・図書館で飲酒、カラオケ、足湯
・家族連れで参加しやすい食べ物、
スポーツ系イベント

・本でインプットしたものをアウトプット

◇各地域をつなぐ
・浅く広く、多くの人に受け入れられ
やすいコミュニティ

・各地域の自慢を言い合う
・月１回の団体間の意見交換会
・コミュニティカフェ、移動型図書館
・小さくていいからまちに図書館残して
◇ハード面
・一点突破の施設
（例:日本でトップ３の練習場）

◇ビジネス
・図書館でスタートアップ事業
・シェアオフィス、サテライトオフィス
◇アクセス
・わかりやすい時刻表、マップの市民バス
・各公民館、拠点間を繋ぐバス路線
◇子どもが集まるとにぎわいが生まれる
・図書館で幼児お泊り会、プレーパーク
・公園も公民館内も子どもが遊べる場所
・特産品を活用（例:木工おもちゃ）

か
っ
ぱ
グ
ル
ー
プ

●こんな状態が交流！
◇まずは楽しく、わくわく
・新しい出会い、にぎわい創出
・楽しい時間を過ごす、笑顔あふれる
◇人が一番大切
・乳幼児～お年寄りまで多くの人が出会う場
・人と人、人とモノとのつながり
◇外とも繋がる
・市内外とのつながり

◇関係性
・フラットな関係、仲間意識
●交流が生まれるにはなにが必要？
◇こんな場所
・いつでも誰でも立ち寄りやすい
・新しい本や絵本と出会える
・やわらかい、明るい
・使う人の考えをしっかりと組み込む
・自分にも人にも優しい

◇ハード面
・コンビニ
・キッチンカー、キッチンカー用分電盤
・気軽にコンサートができる場所
・屋外イベントスペース
・イベントの練習ができる
・防音室、畳の部屋
◇屋内遊具施設
・室内で遊べる空間、アスレチック、人工芝

●施設の「交流」を、まちへひろげるには、つながるには？

◇自分たちでやる
・運営主体は民間
・行政は縦割りでなく専門窓口を
・20代、30代中心につくっていく
・SNS等活用した積極的な情報発信
・年１回の市民アンケート
◇子どもや若者のチャレンジの場
・廃校を宿泊施設に

・学校とつながる
・自然の家
◇アクセス
・イベント時も対応できる駐車場
・大型タクシー網
・人が中心に集まりやすい
◇遊べる施設
・水で遊べる（泥遊び）できる田んぼ

・シャワー付き宿泊場所
・登米市に何カ所かイベントできる場所
◇イベント
・田んぼバレー
・ダンスイベント
・コスプレイベント（若者を取り込む）
・音楽イベント
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